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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第6回院内研修について
日時:1/20 (火) 1/21(水)　17:30～18:30

場所：メンタルケア病棟4階　千葉メモリアルホール

テーマ：｢精神保健福祉法と障害者総合支援法について｣

講師　：金田康佳PSW、柴田真弥PSW

各自、当日の出欠予定の記入をすること。

・新年互礼会について、本日開催される為、各自参加すること。
＜青明舎登録者情報＞

・高柳　和子　様～12/31定期訪問実施。電気もつけずに暗い部屋でコタツに入り過ごしている。室温は低いが、1人暮らしだとコタツで十分とのことで、ストーブは夜間10分程度しか使用していないと話している。体調については「最近、落ち込みがある。1人で寂しい。だからと言って、寒いし、あまり出掛ける気持ちになれない。出掛けても余計に落ち込むこともある」「デイケアのクリスマス会に行ったけど、周りがはしゃいでいるのに自分はその雰囲気に入れず落ち込み、具合が悪くなった」「落ち込んだ時は、頓服薬のリスパダールを飲んでいるけれど、無くなるからあまり飲めないし、飲んでも気分の落ち込みはとれない。薬が効かない」と話している。薬が効かないことについては、担当医へ相談していないとのことで、担当医に現状について報告するよう促している。また、他者と比べて落ち込んでいるように思えることを伝え、人それぞれ楽しみ方は違うため、必要以上に人に合わせたり、他者と比べる必要がないこと説明している。本日は、青明舎が訪問に来た為、少しは気分の落ち込みが改善したと話している。
・我満　奈津紀様～1/2青明舎の行事に参加しており、終始穏やかに過ごしている。今年の抱負では、「体力をつけたい、布団を毎朝あげることができるように頑張りたい。」と話している。また、正月が開けると、検査結果を聞きに八戸赤十字病院に行くことが多くなる為、大変だとのことだが、特に不調はなく、調子は良いと話している。
・清水　秋男　様～1/3定期訪問実施。部屋は綺麗で、掃除をしている様子が窺える。体調は良いとのことで、この冬まだ風邪を引いていないことを笑顔で話している。大晦日に青陽館で鍋をし、22時頃にタクシーで八幡神社に行ったことを報告している。肩の調子は相変わらずだが、薬を貰っている分、痛みは軽減されているので様子を見ているとのこと。
デイナイトケアにて、体臭が気になる場面が目立っていることについては、定期的に洗濯もしており、訪問時に臭いの原因は見られなかったとのこと。今後訪問時に状況を確認していく。

・中居　美津子様～1/4定期訪問実施。部屋は以前と変わりなく、床や棚に物が積み重なっており、ストーブの周りには使用済みのティッシュが山盛りで置かれている。掃除の頻度について確認すると「大掃除を行おうと思ったが、年賀状の作成や小遣い帳の記入で忙しくて出来なかった」とのこと。生活で困っていることについては「沢山あります。でも発想の転換で、気持ちを楽にするようにしています。正月に左の奥歯が取れたから歯医者に行きたいけれど、お金もかかるから姉にお金を借りようと思っています」と話している。以前の訪問時に、寝坊してタクシーを使用することがあったとのことで、最近の状況を確認すると、昼休みに寝るようにしているから寝坊はなくなったが、足の裏の魚の目が痛くてバス停まで行くのが辛く、バス停までタクシーを利用することが数回あったと話している。

・松川　順子　様～本人より、青明舎の食事サービスを再度利用したいとの相談あり。以前は金額が高いことと、自分で準備出来るとのことでサービスを利用していなかったが、本人より利用希望があったとのこと。毎日利用していくとなると、金額が高くなってしまうが、金銭管理について本人は大丈夫と話している。デイケアにて金銭管理の確認を行っている為、今後も確認を継続し、無理なく生活を継続できるように青明舎と情報共有しながら関わっていく。

＜利用者情報＞

・坂本　健治　様～本人よりデイケアを欠席したいと電話連絡がある。「吐気があって、お腹も痛くて下痢してるんです。食欲がなくて朝ごはんも食べれなくて。」と訴えており、発熱はないとのこと。幻聴については「幻聴はありますが、落ち着いています。」と話している。体調不良やデイケアを欠席したいことを青山荘スタッフには伝えていないとのことで、青山荘スタッフへも伝えるようアドバイスしている。本日は静養の為欠席となり、デイケアスタッフからも、青山荘へ情報提供している。

・藤村　翔　様　～来所時、脈拍154回/分あり、今朝青山荘で測定した際も脈拍158/分あったと話している。不調の訴えはなく、「先生の声で“160以下だから合格”と聞こえた」と話している。怒り口調での独語は聞かれない。

・古舘　ヨリ　様～腹部に違和感があるとのことで、静養室で休みたいと希望している。「おなかが膨らんでいる感じがする」と訴えあり、排便はあるとのこと。食事に関しては、年末年始は暴飲暴食せずに、質素に過ごしていたとのことで、「何も食べてないよ」と話されている。

・田中　一　様　～左側の肩甲骨周辺が痛むと訴えている。本日の外来受診時に「誰かに呪われているのではないか。不快だ。」と相談すると、寝違えたのではと言われたとのこと。整形外科を受診するか検討中と話している。

・八木橋　牧雄様～12:45本人より架電あり。現在母親のお見舞いの為岩手にいるとのことで、ナイトケアを欠席するとの連絡がある。その際に、正月は姉のところに行くと話していた為状況を確認すると、「連絡がとれなくなって結局行けなかった」と焦るように話している。呂律がまわっていない様子はなく、不調の訴えも聞かれていない。来所時には身体状況を確認しつつ、本人から話が聞かれた際には傾聴していく。

＜外来情報＞
・種本　サハ　様～以前整形外科にて薬を処方してもらったとのことだが、整形外科に行きたくないから同じ薬を処方して欲しいとの希望が聞かれている。整形外科の薬事情報はないとのことだが、処方された薬が残っているとのことで、次回受診時に持参してもらうこととしている。
・田名部　浩平様～左側の首から肩にかけての疼痛があるとのことで、ナパゲルン軟膏が1本処方されている。1日2回使用してもいいが、皮膚が弱い為使用時には注意してみるように説明されている。
・若松　健一　様～血圧高値である為、ディオバン（80）1Tが2Tへ増薬となっている。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　古舘　ヨリ　様）

実施日：H27年1月5日（月）13：30～14：00

担当チーム：小林・會津・油津

	氏名
	古舘　ヨリ　様
	性別
	女
	年齢
	60
	生年月日
	S29年1月24日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

対人関係の改善、作業能力・持続性の向上

	本人希望
	現在の生活を継続する

	家族希望
	同上

	入院歴
	計2回（最終：H10年12月～H13年11月）

	通所歴
	1回目

デイケア：H14年12月1日～現在（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	グループホーム「あおぞら」入居
訪問看護利用

	住居：グループホーム「あおぞら」入居中
	家族構成：







	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎

年金1級
	自立支援医療　利用中

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、グループホームでの生活を継続する。
	①ストレスをためない。
	①不安や悩みを一人で抱え込まないようにする。
	①困ったことや悩み事はスタッフに相談し、対処法についてともに検討していく。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日忘れずに服薬を行う。
	②服薬ボードを活用し、確認しながら忘れずに服薬を行う。飲み忘れがあった際は、状況の振り返りを行い、対処法をスタッフと考える。

	
	③体重65㎏を目指す。
	③体重66㎏を目指す。
	③食事は野菜を食べるようにし、間食は控える。食事内容を確認し、バランスよく食べることができるよう、本人ができる方法をアドバイスする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不安や悩みを一人で抱え込まないようにする。
	・スタッフや他メンバーへ自分から不安や悩みを相談することが出来ている。

・12/23浅眠との訴えがあり、静養室で休憩している。不安について確認すると、本人が言われたわけではないがGHのある同居者が「虐められたらやり返す」と話していたことが怖くなり、それが不安で熟睡できなかったと話している。
・青明舎より、最近メガネを壊したとの情報があるが、本人からメガネに関する相談は聞かれていない。青明舎では「お金がなくて買えない」と話していた様子。デイケアでもメガネをかけているが、不便さは見られていない。

・不安への対処方法については、自分で対処できていることもあるが、上手く対処できないこともある。スタッフから対処方法のアドバイスをするが、実際の行動に伴っていない。
	・今後も目標を継続し、本人の訴えを確認しつつ、対処できているかの確認していく。また、適切な対処をして不安や悩みを早期解消できるように関わっていく。
・スタッフからアドバイスをしても、実行できていないことが目立っている。今後も適切な対処方法を促しつつ、理解力、記憶力など本人の能力を確認しながら、本人に適したアドバイスができるように関わっていく。

	②毎日忘れずに服薬を行う。
	・服薬ボード使用にて、内服を継続している。グループホームでの状況は確認できていない。
・青陽館での服薬状況に関しては、昼食後に飲み忘れることがあり、スタッフの声掛けを要している。12月では2回ある。
・服薬を忘れたことについては、その場では「気をつけなきゃ」と気にする発言があるが、すぐに忘れることもある。
	・グループホームでの状況が不明確である為、忘れずに服用出来ているかの状況を確認していく必要がある。今後も目標計画は継続とし、忘れずに服薬を行えるように関わっていく。

・服薬を忘れないようにするための対処法については、本人に適したアドバイスができるように能力の確認を行っていく。

	③体重66㎏を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・体重70.8kg（先月と変化なし）。

・食事については、「豆腐と納豆しか食べてない」「ジュースは1日1本」とのこと。朝食はおにぎりか、ごはんと味噌汁のみだと話す。昼食はうみねこ幸房の食事をとることもある。

・食事チェックはノートにつけておらず、書くのを忘れてしまうとのこと。
・糖尿病の数値は悪化傾向であり、本人から数値を気にするような発言が聞かれているが、実際の行動に伴っていない。
・バランスよく野菜を摂るようにアドバイスすると「必要だからやらなきゃいけないよね」と返答するが、行動に伴っていない。
・デイケアでの運動療法にも入浴をしていることや体調不良を訴え、参加しないことが多い。
	・体重増加や、糖尿病の数値悪化に対して積極的な関わりが必要。今後も目標計画を継続し、食事内容については、ノートに書くことを忘れるとの事である為、スタッフから声を掛け、細かな状況を確認していきながら食事の状況を確認していく。
・グループホームでの食事摂取状況が不明確である為、グループホーム世話人と情報共有しながら体重減量、数値改善を目指していく。
・短期目標と中期目標の体重に大きな差がない点については、本人と面談を行い、具体的な目標を設定していく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、グループホームでの生活を継続する。
	①ストレスをためない。
	①不安や悩みを一人で抱え込まないようにする。
	①困ったことや悩み事はスタッフに相談し、対処法についてともに検討していく。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日忘れずに服薬を行う。
	②服薬ボードを活用し、確認しながら忘れずに服薬を行う。飲み忘れがあった際は、状況の振り返りを行い、対処法をスタッフと考える。

	
	③体重65㎏を目指す。
	③体重66㎏を目指す。
（本人と面談を行った後、具体的に設定する）
	③食事は野菜を食べるようにし、間食は控える。スタッフから声を掛けて食事内容を確認していき、バランスよく食べることができるよう、本人ができる方法をアドバイスする。


